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平成 30 年度 鈴鹿市 

男女共同参画に関するアンケート調査結果報告書〔概要版〕 
 
■調査のあらまし 

調査の目的 
男女共同参画の進捗状況及び市民の意識や生活実態を把握し，今後の施策 

を効果的に推進するための基礎資料として活用するため。 

調査の対象 市内に居住する 20歳以上の男女 3,000人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送による配布及び回収 

調査期間 平成 30 年 10月 5 日～10 月 31 日 

有効回答数 1,066 件（女性 591 件、男性 449 件、無回答 26 件）、回収率 35.5％ 

 

 調査対象者の属性                         

■性別 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.4 42.1 
2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性 男性 無回答

 

7.8 

8.1 

7.9 
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11.7 

11.1 

14.7 

18.1 

16.7 

18.3 

18.4 

17.9 

20.0 

20.6 

19.9 

20.5 

16.9 

18.1 
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6.1 

7.1 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答
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46.3 
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6.0 

27.6 

18.1 
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11.5 

1.1 
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28.7 

19.1 

22.9 

0.9 

1.0 

0.9 

1.3 

0.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

自営業・会社経営 正社員 派遣・契約社員 パート・アルバイト 在宅勤務・内職

専業主婦（夫） 学生 無職 その他 無回答
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１ 男女共同参画全般について                             
１．「男女共同参画」という言葉の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-1．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方〔固定的性別役割分担意識〕 

   （平成 25 年度 前回調査との比較） 
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32.8 

35.2 

34.1 

37.1 

35.4 

14.3 

17.9 

16.5 

12.0 

10.5 

11.3 

0.7 

1.7 

1.7 

男性

女性

全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 今回の調査で知った 知らない 無回答
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35.2 

34.1 

37.1 
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14.3 

17.9 

16.5 

12.0 

10.5 

11.3 

0.7 

1.7 

1.7 

男性

女性

全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 今回の調査で知った 知らない 無回答

 
 

 
 

 
 

34.6

44.6 

22.3

20.3 

32.0

26.7 

6.9

4.1 

2.8

3.4 

1.4

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（H25）

全体（H30）

36.0

46.9 

22.9

22.8 

32.0

24.0 

4.9

3.0 

3.1

2.9 

1.1

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（H25）

女性（H30）

33.6

42.3 

21.9

17.6 

32.4

30.3 

8.6

5.3 

2.5

3.6 

1.0

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（H25）

男性（H30）

そう思わない どちらかといえばそう思わない どちらかといえばそう思う

そう思う わからない 無回答

33.6

42.3 

21.9

17.6 

32.4

30.3 

8.6

5.3 

2.5

3.6 

1.0

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（H25）

男性（H30）

そう思わない どちらかといえばそう思わない

どちらかといえばそう思う そう思う

わからない 無回答

「知っている」「聞いたことがある」という回答を合わせた比率は、全体では 70.6％、女性

は 69.9％、男性は 73.1％であり、男性が 3.2ポイント高い。 

固定的性別役割分担意識に否定的な「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」と

いう回答を合わせた比率は、全体では 64.9％、女性は 69.7％、男性は 59.9％であった。 

平成 25年度の前回調査では、全体では 56.9％、女性は 58.9％、男性は 55.5％であり、比

較すると、全体では 8ポイント、女性は 10.8ポイント、男性は 4.4ポイント増加しており、

男女共同参画の意識の普及が進んでいると言える。 
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２-2．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に、同感する理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-3．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に、同感しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.3 

29.5 

33.7 

26.7 

36.7 

30.8 

16.1 

19.9 

18.0 

9.9 

7.2 

8.6 

6.2 

3.0 

4.7 

3.1 

3.0 

3.3 

0.6 

0.6 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（ｎ=161）

女性（ｎ=166）

全体（ｎ=338）

妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから

夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから

日本の伝統的な家族のあり方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

その他

わからない

 

52.3 

60.1 

56.8 

19.8 

14.0 

16.4 

12.0 

6.9 

8.9 

6.6 

7.6 

7.3 

3.9 

6.4 

5.3 

4.3 

3.8 

3.9 

1.2 

1.3 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（ｎ=258）

女性（ｎ=393）

全体（ｎ=660）

固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないと思うから

夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続けることは可能だと思うから

自分の両親も外で働いていたから

その他

わからない

52.3 

60.1 

56.8 

19.8 

14.0 

16.4 

12.0 

6.9 

8.9 

6.6 

7.6 

7.3 

3.9 

6.4 

5.3 

4.3 

3.8 

3.9 

1.2 

1.3 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（ｎ=258）

女性（ｎ=393）

全体（ｎ=660）

「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などによい」「妻が家事・育児・介護と両立しなが

ら働き続けることが大変」という回答を合わせた比率が 64.5％と多く、家事・育児・介護は女

性がするべきという考え方の人が多いと言える。また、男女を比較すると、「妻が家事・育

児・介護と両立しながら働き続けることが大変」という回答が女性の方が 10ポイント高く、

両立の困難さの感じ方に差があるということが分かる。 

「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではない」という、男女の固定的役割

分担意識を明確に否定する回答が 56.8％と半数以上ある。男女の比較では、その比率は女性の

方が 7.8ポイント高くなっている。 
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３. 各分野において男女の地位が平等になっていると思うか（全体） 
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3.3
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2.6

5.3

8.5

6.1

6.4

3.3

14.4

10.6

11.6

23.8

33.3

34.8

36.6

63.6

59.3

43.6

50.4

45.6

42.8

44.3

35.5

22.6

18.4

40.6

30.8

19.5

10.8

10.5

15.9

3.9

3.9

4.0

4.1

4.9

3.2

3.7

4.8

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会全体で

政治の場で

しきたりや慣習で

職場の中で

家庭の中で

地域の中で

法律や制度上で

学校教育の中で

女性が優遇されている どちらかといえば女性が優遇されている

平等である どちらかといえば男性が優遇されている

男性が優遇されている 無回答

 「平等である」という回答の比率を見ると、最も高いのが「学校教育の中」で 63.6％、最も

低いのが「政治の場」で 10.6％と、53ポイントもの差がある。 
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３. 各分野において男女の地位が平等になっていると思うか（男女比較） 
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1.3

0.3

2.9

2.4

6.2

3.9

9.4

8.0

7.1

5.4

8.7

4.6

4.7

2.2

18.0

11.7

14.7

7.6

12.2

10.5

26.3

22.3

40.8

27.6

37.9

32.1

47.9

28.3

71.0

58.7

62.4

57.5

48.8

39.4

57.9

45.3

47.4

45.3

39.6

46.2

44.8

44.8

31.8

38.6

17.1

26.9

11.8

24.0

32.7

48.2

23.8

37.2

15.6

23.0

6.2

14.2

6.9

13.7

7.3

23.0

2.0

5.6

1.6

4.6

1.8

4.4

2.0

4.6

2.9

4.9

2.2

2.9

2.2

3.6

2.2

5.6

4.2

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（男性）

社会全体で （女性）

（男性）

政治の場で （女性）

（男性）

しきたりや慣習で （女性）

（男性）

職場の中で （女性）

（男性）

家庭の中で （女性）

（男性）

地域の中で （女性）

（男性）

法律や制度上で （女性）

（男性）

学校教育の中で （女性）

女性が優遇されている どちらかといえば女性が優遇されている

平等である どちらかといえば男性が優遇されている

男性が優遇されている 無回答

 「平等である」という回答の比率を比較すると、全ての分野において、女性より男性の方が

高くなっている。 
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２ 家庭生活・社会活動について                        

４．家庭での男女の役割分担  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8

7.6

15.0

14.4

27.9

39.2

29.9

52.2

54.2

56.7

2.0

8.9

11.7

19.2

22.0

19.8

30.8

14.7

28.0

27.5

17.3

44.5

20.6

37.1

15.9

13.4

18.0

14.7

10.1

8.0

38.7

19.4

23.7

6.2

1.3

2.8

0.7

7.0

1.8

1.6

32.0

14.2

18.9

1.1

0.9

1.3

0.0

6.8

2.4

2.0

2.7

3.1

7.7

18.1

27.5

19.5

16.9

2.2

1.5

1.8

2.5

2.3

2.3

3.9

4.6

3.9

3.8

2.4

1.9

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家計を支える

高額な物の購入の決定

自治会などの地域活動

子どもの教育方針や進路決定

家族の介護や看護

PTAなど学校行事への参加

育児・子どものしつけ

家計の管理

掃除、洗濯

食事の支度・片付け

ほとんど女性がする 女性が中心だが男性もする 男性も女性も同程度する

男性が中心だが女性もする ほとんど男性がする 該当しない

無回答

 「ほとんど女性がする」「女性が中心だが男性もする」という回答を合わせた比率を見ると、

「食事の支度・片付け」が 84.2％と最も高くなっている。一方で、「男性が中心だが女性もす

る」「ほとんど男性がする」という回答を合わせた比率を見ると、「家計を支える」が 70.7％と

最も高い。また、「男性も女性も同程度する」という回答は、「高額な物の購入の決定」が

44.5％、「子どもの教育方針や進路決定」が 37.1％と高くなっている。 
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５-1．地域活動を行っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-2．どんな活動を行っているか（活動をしている方の複数選択による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.6 

33.2 

34.5 

64.4 

66.8 

65.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

活動をしている 活動をしていない

 

6

2

38

25

35

51

92

9

10

19

48

54

64

87

16

12

59

73

91

117

184

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

その他

女性の支援に関わる活動

防災または環境に関わる活動

高齢者または障がい者の支援に関わる活動

子どもの支援に関わる活動

スポーツまたは文化に関わる活動

自治会などのまちづくりに関わる活動

全体 女性 男性 （人） 

 「自治会などのまちづくりに関わる活動」が最も多く、「スポーツまたは文化に関わる活

動」がそれに続く。男女の比較では、女性は「子どもの支援に関わる活動」や「高齢者または

障がい者の支援に関わる活動」が多く、男性は「防災または環境に関わる活動」が多くなって

いる。 

 「活動を行っている」という回答の比率が 34.5％、「活動をしていない」が 65.5％。男女の

比較でも大きな差はない。 
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５-3．活動に参加しないのはなぜか（活動をしていない方の複数選択による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 就労・職業について                               
６．女性の職業への関わり方はどのような形が最も望ましいと思うか 
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42.1 

44.7 

29.8 

37.2 

33.9 

4.5 

2.2 

3.1 

0.4 

1.4 

0.9 

0.7 

0.7 

0.7 

6.5 

6.9 

6.6 

4.9 

7.1 

6.2 

4.0 

2.4 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

結婚や子育てなどで一時的にやめるが、大きくなったら再び職業を持つ

結婚や子どもの有無にかかわらず、職業を持ち続ける

子どもができるまでは職業を持つが、その後は持たない

結婚するまでは職業を持つが、その後は持たない

職業は一生持たない

その他

わからない

無回答

 

38

40

0

3

20

54

89

120

43

78

7

13

92

81

94

143

83

121

7

16

113

136

185

268

0 50 100 150 200 250 300

わからない

その他

地域活動を行うのは男性（または女性）の役割と思うから

家族の理解、協力が得られないから

家事や育児、介護で忙しいから

人間関係がわずらわしいから

参加したいものがないから

仕事が忙しいから

全体 女性 男性 （人） 

 「仕事が忙しい」という理由が最も多い。男女の比較では、「家事や育児、介護で忙しい」

という回答が、男性より女性が遥かに多くなっている。 

 「結婚や子育てなどで一時的にやめるが、大きくなったら再び職業を持つ」が最も高く、

「結婚や子どもの有無にかかわらず、職業を持ち続ける」がそれに次いで高くなっている。 
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４ ＤＶ、セクシュアル・ハラスメントについて            
 

７．配偶者や恋人など親しい関係にある人から次のようなことをされたことはあるか。  

  〔ＤＶについて〕（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4 

0.6 

2.0 

1.6 

2.5 

1.6 

3.4 

3.1 

3.8 

4.2 

6.8 

2.6 

2.6 

2.5 

3.9 

4.1 

7.1 

5.4 

7.2 

8.7 

14.9 

14.6 

90.0 

87.8 

82.7 

85.6 

83.0 

83.6 

82.3 

82.3 

79.8 

74.5 

68.9 

2.1 

3.7 

6.6 

3.7 

4.8 

3.0 

3.7 

2.3 

2.7 

2.1 

3.9 

5.0 

5.3 

6.2 

5.3 

5.5 

4.7 

5.3 

5.1 

5.0 

4.3 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

包丁などでおどされる

見たくないのにアダルトビデオや雑誌を見せられる

避妊に協力しない

電話やメールなどを細かく監視される

意に反して性的な行為を強要される

大切な物を、わざと壊されたり捨てられたりする

外出を制限される

殴るふりをしておどされる

「誰のおかげで食べていけるのか」などと言われる

物を投げつけられたり、叩かれたりする

何を言っても無視される

何度もあった 1、2度あった まったくない わからない 無回答

 「何度もあった」「1、2度あった」という回答を合わせた比率は、「何を言っても無視され

る」と「物を投げつけられたり、叩かれたりする」という項目で高くなっている。 
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７．配偶者や恋人など親しい関係にある人から次のようなことをされたことはあるか。  

  〔ＤＶについて〕（男女比較） 
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0.9

5.4

1.1

4.4

1.3

5.4

2.2

5.4

5.3

7.8

2.2

2.9

0.7

4.2

0.9

3.9

5.3

3.0

0.4

7.1

6.7

7.4

4.2

6.6

5.8

8.5

4.7

12.0

13.4

16.4

17.8

12.4

89.5

92.2

87.8

89.5

82.4

84.4

83.5

88.8

86.2

82.1

84.0

85.1

84.2

82.2

84.6

82.2

85.1

77.5

76.6

74.6

67.3

71.7

2.9

1.2

5.8

1.9

10.0

3.9

5.1

2.4

6.7

3.4

3.6

2.5

4.9

2.5

3.1

1.7

4.0

1.7

3.1

1.2

4.2

3.7

5.1

3.2

5.8

3.4

6.2

4.6

5.3

3.6

6.2

3.4

5.1

2.7

5.8

3.2

5.3

3.2

4.9

3.4

4.7

2.4

5.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（男性）

包丁などでおどされる （女性）

（男性）

見たくないのにアダルトビデオや雑誌を見せられる （女性）

（男性）

避妊に協力しない （女性）

（男性）

電話やメールなどを細かく監視される （女性）

（男性）

意に反して性的な行為を強要される （女性）

（男性）

大切な物を、わざと壊されたり捨てられたりする （女性）

（男性）

外出を制限される （女性）

（男性）

殴るふりをしておどされる （女性）

（男性）

「誰のおかげで食べていけるのか」などと言われる （女性）

（男性）

物を投げつけられたり、叩かれたりする （女性）

（男性）

何を言っても無視される （女性）

何度もあった 1、2度あった まったくない わからない 無回答

 男女の比較では、「何度もあった」「1、2度あった」という回答を合わせた比率は、「何を言

っても無視される」「電話やメールなどを細かく監視される」の項目のみ男性が高く、その他

の全てにおいては女性が高くなっている。 
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8．配偶者や恋人など親しい関係にある人から次のようなことをされたことはあるか。  

  〔セクシュアル・ハラスメントについて〕（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8 

1.2 

3.9 

4.3 

5.6 

3.5 

6.2 

2.2 

3.8 

11.0 

11.8 

11.0 

13.5 

11.6 

85.6 

84.1 

72.1 

72.4 

70.1 

71.6 

67.6 

3.7 

3.4 

5.3 

4.1 

5.5 

4.0 

7.0 

7.9 

7.5 

7.7 

7.3 

7.8 

7.4 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上司の誘いを断ったため、職場にいづらくなった

地位を利用した性的な誘いを受けた

聞きたくないのに性的な話を聞かされた

宴会などでお酌やデュエットを強要された

結婚や子どもなどプライバシーを詮索された

職場（仕事）で異性に体を触られた

容姿をたびたび話題にされた

何度もあった 1、2度あった まったくない わからない 無回答

 「何度もあった」「1、2度あった」という回答を合わせた比率は、「地位を利用した性的な誘

いをうけた」「上司の誘いを断ったため、職場にいづらくなった」の項目では 5％以下である

が、その他の項目では概ね 15％を超えている。 
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8．配偶者や恋人など親しい関係にある人から次のようなことをされたことはあるか。  

  〔セクシュアル・ハラスメントについて〕（男女比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

0.7

0.2

2.0

1.8

5.6

3.6

5.1

4.2

6.8

0.9

5.4

4.5

7.4

2.0

2.4

1.1

5.9

7.1

14.0

8.0

15.1

7.1

14.2

3.3

21.3

6.9

15.4

84.6

88.3

86.6

84.1

77.1

70.1

76.2

71.1

74.8

68.0

82.4

65.1

72.8

65.7

4.5

2.9

4.5

2.4

6.5

4.4

5.3

3.0

6.0

5.1

5.8

2.7

8.2

5.9

8.0

5.8

7.6

5.6

7.6

5.9

6.9

5.8

7.8

5.9

7.6

5.4

7.6

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（男性）

上司の誘いを断ったため、職場にいづらくなった （女性）

（男性）

地位を利用した性的な誘いを受けた （女性）

（男性）

聞きたくないのに性的な話を聞かされた （女性）

（男性）

宴会などでお酌やデュエットを強要された （女性）

（男性）

結婚や子どもなどプライバシーを詮索された （女性）

（男性）

職場（仕事）で異性に体を触られた （女性）

（男性）

容姿をたびたび話題にされた （女性）

何度もあった 1、2度あった まったくない わからない 無回答

 男女の比較では、「何度もあった」「1、2度あった」という回答を合わせた比率は、全ての項

目で女性が高くなっている。 
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５ 鈴鹿市男女共同参画センターについて               
9．「鈴鹿市男女共同参画センター ジェフリーすずか」の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0 

19.5 

14.4 

34.5 

47.0 

41.1 

55.7 

32.5 

42.0 

1.8 

1.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

利用したことがある 名前は知っているが、利用したことはない 知らない 無回答

 「利用したことがある」という回答の比率が 14.4％、「名前は知っているが、利用したこと

はない」が 41.1％と、合わせて 55.5％の人に認知されている。一方、「知らない」という回答

が 42％あり、特に男性においては 55.7％と、半数以上の人に認知されていない。 


